
開催日時 令和３年１２月１日（水）９:３０ １１:５０ 
開催場所 大田区民プラザ 第１・２会議室 
参 加 者 ２２名（傍聴者 ０名）

くりらぼ多摩川を出発し大田区民プラザま
でまち歩きを行い、町工場と住宅が混在して
いる様子や耕地整理により形成されたまちの
歴史、踏切による交通処理の状況、鉄道南北
の土地利用の状況など、実際に歩いてまちの
現状を確認しました。 

「まち歩きで気付いたこと、日頃思っていることを共有しよう 」を
テーマに、３つのグループに分かれてワークショップを行いました。 
20年後の下丸子のまちづくりを考える上で『活かしていくもの』、『改

善をした方がよいもの』等について意見交換を行いました。各グループ
から頂いた意見の一部をご紹介します。 

＜Ａグループ＞ 

暮らし 
路地の雰囲気を活かしていくべき 
ガス橋通りのケヤキ並木を活用 
歩きやすいまちづくりが必要 等

土地利用 

ものづくりのスペシャリストがいる 
駅の北側と南側を合わせたまちづくり 
人がたまる、くつろげる場所がない 
駅前広場に公園がある明るいまちづくり 等

交通 
生活道路には車が入ってこない交通処理 
踏切や道路の安全性向上（保育園のお散歩） 
駅とバス停の連続性 等

その他 
(地域資源) 

神社やお寺の歴史（武家屋敷門） 
21世紀桜 
新しい面と古い面が一緒になっている 
750年の歴史のあるまち 等

まち歩き

ワークショップ

第２回勉強会を開催しました 

＜まち歩きの様子＞ 

＜全体の様子＞ 

＜A グループワークショップ中＞ 

＜A グループの発表＞ 



＜Ｂグループ＞ 

暮らし 

子どもが遊べる場所など、地域住民と交流でき
る場所が少ない 
町工場との共存 
坂がなく平面で暮らしやすい 等

土地利用 

駅前に人が集められるような空間がない 
多くの町工場の存在 
町工場から住宅地への土地利用の変化 
耕地整理区域はこのままが良い 等

交通 
安心して歩ける環境をもう少し改善できたら 
踏切部における朝夕の人の混雑、車の渋滞 
駅前広場がなくバスの乗り継ぎが不便 等

その他 
(地域資源) 

品川と川崎をつなぐ要所 
昔からの神社仏閣がある 
ほたるの人工繁殖 等

＜Ｃグループ＞ 

暮らし 
買物は近場で済ませることが多い 
ランチに行くおいしいお店がある 
ベットタウンとは違う生活感のあるまち 等

土地利用 
まちの構造は活かしていきたい 
町工場のある風景を残していきたい 
駅近くに駐車場が多い 等

交通 

駅前にロータリーがない 
バスの運行本数が少なく日常使いは難しい 
まちなかへ通過交通を入れない 
踏切対策 等

その他 
(地域資源) 

神社やお寺等の歴史資源（武家屋敷門） 
くりらぼ多摩川など地域ｺﾐｭﾆﾃｨの場がある 
ドラマなどの撮影が多い 
河川敷や公園をもっと活かしたい 等

次回の勉強会では『下丸子の将来像を考えよう 』をテーマに、今回頂いた「残していくべきもの」、
「改善した方がよいもの」等の意見を踏まえ、20年後（2040年）の下丸子駅周辺をどのようなまちに
していきたいか等について意見交換を行います。 

日時 令和４年２月１４日（月）１８:００ （予定） 場所 大田区民プラザ 第１・２会議室 
※勉強会の様子は傍聴することができます。（事前申込が必要です。） 
また、勉強会の結果は取りまとめ次第、区のHP（右下QRコード）に掲載します。 

第３回勉強会の開催について 

【お問い合わせ先】
大田区 鉄道・都市づくり部 鉄道・都市づくり課（担当 林、今村、工藤）
TEL 03－5744－1212（直通） FAX 03－5744－1526 
E-mail kaihatsu@city.ota.tokyo.jp 

＜Bグループの発表＞ 

＜Bグループワークショップ中＞ 

＜Cグループの発表＞ 

＜Cグループワークショップ中＞ 


